
第９回 まちづくり発表会

NPO法人南大阪サポートネット
2021.1.23



NPO法人南大阪サポートネットの歩み

• 2001年 南大阪サポートネット設立
• 2004年 CAPプロジェクト大阪狭山と南大阪サポートネットを合併し

法人化するための設立総会を開催
• 2005年 3月末日、特定非営利活動法人を設立
• 2008年 9月、大阪狭山市男女共同参画推進センターの事業受託

（2019年3月終了）
• 2014年 ひきこもりの若者自立支援を開始
• 2017年 居場所『To-Villa（トビラ）』を開設



Mission 『生きづらさ』をサポートする

• わたしたちは、「生きづらさ」を感じている人
達の想いやペースに寄り添い

• 自分たちも一緒になって「お互いさま」の関
係の中から、みんなが「ワクワク、笑って暮ら
せる」社会をめざしています。



• 私たちが願うのは、
みんなが誰かのサポーター になること

• それは、誰もが「自分らしく生きる」ため、みん
なが共に支え合い、一緒になって考えることから
はじまると思っています

Mission 『生きづらさ』をサポートする



ひきこもりの若者の自立支援

すてっぷｂｙすてっぷ事業
• 競争社会の激化や働くことの価値観の変化等、
様々な要因でひきこもりの若者が増えています

• 私たちは「社会的ひきこもり」からの自立をサポー
トができないかと当事者や当事者家族らに「居
場所」と機会を用意しています





簡単ですが・・・

ぜひ耳を傾けてください

誰にでも起こりうる
社会課題です



2016年、内閣府より、ひきこもりの対象者は、
全国で推計54万人(予備軍155万人)と発表
されている。
（注）現実には

実際ひきこもり当事者が閉ざされた環境にあることから
実数の把握は非常に困難を極める。

ひきこもりの実数（15～39歳）



•満40歳から満64歳までのひきこもりの出現率は
1.45％で、推計数は61.3万人であること

•ひきこもり状態になってから7年以上経過した方が約5
割を占め、長期に及んでいる傾向が認められること

•専業主婦や家事手伝いのひきこもりも存在すること

•ひきこもり状態になった年齢が全年齢層に大きな偏りな
く分布していること （内閣府2018年調査）

ひきこもりの長期化（40歳～64歳）



大阪狭山市に置き換えてみると
• 前述の内閣府対象者調査結果から推計

大阪狭山市におけるひきこもりの対象者は
15歳～39歳 約260人
40歳～64歳 約330人 計 約590人

この数字は狭山中学校全校生徒数とほぼ同数



ひきこもりの定義として内閣府は

• 趣味の用事のときだけ外出する
• 近所のコンビニなどには出かける
• 自室からは出るが、家からは出ない
• 自室からほとんど出ない

この状態が６ヶ月以上 続いている



しかし現実は・・・

外出はできるが経済活動は困難（未就労）
社会での居場所がない（繋がりや所属）
中学生以下（15歳以下）の不登校などの方

はるかに大勢の方々が
困難な状況に置かれている



包摂的な支え合い
対象者を切り離したサポートだけでは不十分

地域で生きる私たち全員の課題

みんなで取り組む
ことこそ効果的



包摂的な支え合い
今、少し余力のある人が
自分にできることを 出来るときに 可能なだけ

今、しんどいと感じる人は「助けてほしい」と言える

お互いに無理のない範囲で支え合える
「おたがいさま」の関係性



お手紙を
お読みください



私たちの居場所
こんなところです



古着屋さんＫＩＮＪＩ

を曲がると見えてきます

一番奥が

トビラ です



居場所 「To-Villa（トビラ）」



いっしょに つくりました



オープニングの様子



家族の会
とびら



「働く」お悩み 談話室

キャリアカウンセラーと話しながら

一番困っていることは何か？

本当はどのようにしたいのか？

など整理したり一緒に考えてい
きます



対人関係セッション
人の悩みのほとんどは対人関係ともいわれています



定例会 学びの会



様々な体験の機会作り
グミ作り 絵画レッスン



様々な体験の機会作り

パソコンでの作業 ボランティア参加



お弁当づくり



様々な体験の機会作り
いつもご協力ありがとうございます



様々な体験の機会作り
いつもご協力ありがとうございます



様々な体験の機会作り
いつもご協力ありがとうございます



とびらファーム





「食」=「生きる」でつながる
梅干し作りWorkshop



味噌づくり
ワークショップ



スイーツ
ワークショップ





ごはん会

地域食堂



ボランティアさんと
バザー品作り



ものづくりワークショップ



ひろがり
有効スペース

として活用



ひとりひとりが思うこと

色々あって どれもええやん
安心 温かい 排除がない 自由 実家
まるい感じ 疎外感がない まったり
ゆるやか お互いに敬意 ワクワク
繋がったり離れたり 束縛しない 楽しい
ほっ えがお etc そんな居場所です

ぜひお立ち寄りください



「知らないこと」が先入観を作る

•メディアから流される情報
•ごく一部の人の事実や意見（うわさ話も）
•「普通は○○あらねばならない」といった価値観から
見た決めつけ

なんとなく・・の思い込み って作られてしまいます



•気にかけてくれる（ただし押し付けはNG）
•うわさ話はしない
•繋がるきっかけを渡す
•ちゃんと「知る」・「学ぶ」

みなさんの温かいお気持ちでよろしくお願いします

ひとり ひとりが できること



「生きづらさ」を感じている方が
ひとりで、またご家族で抱え込んでしまうことが

少しでもなくなっていきますように

この情報を必要としている方に届くことを願っています

地域の方々の温かい眼差しこそ
その第一歩だと思います

これからもご理解とご協力、よろしくお願い致します



最後に

ひきこもりという社会課題に対するお話を
少しでも聴いてもらえたことに

感謝いたします

ひとりひとりが少しでも変化すると
社会は明るくなると思います



「おたがいさま」
が当たり前にある社会の実現に向けて
私たちに出来ることから取り組んでいきます
御清聴ありがとうございました

http://npo-supnet.jimdo.com/   

ホームページＱＲコード
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